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７
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日
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館
時
間
：
９

時 

～  

時
（
入
館
は   

時   
分
ま
で
） 

 

休

館

日
：
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、
祝
日
の
翌
日 

 
 

 
 

 

さ
く
ら
ま
つ
り
開
催
中
（
３
／  

～
４
／  
）
の
月
曜
日
は
開
館 

会

場
：
津
山
洋
学
資
料
館 

企
画
展
示
室 
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０
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８
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２
３
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９
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○ 

マ
ス
ク
の
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
遵
守
、
入
館
前
の
手
指
の
消
毒
と
体
温
計
測
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○ 

展
示
室
内
で
は
密
に
な
ら
な
い
よ
う
間
隔
を
あ
け
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
状
況
に
よ
っ
て
は
入
場
制
限
等
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

○ 

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
会
期
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
来
館
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

感
染
拡
大
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
ご
観
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

1１

 

30

 

17

 

16

 

30

 

Ⅳ 

が
秘
め
た
物
語

  

令
和
５
年
度
津
山
洋
学
資
料
館
前
期
企
画
展 

25

 

９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 開館時間／9:00～17:00（入館は 16:30 まで） 

■ 休 館 日／月曜日（祝日の場合はその翌日）、祝日の翌日 
（会期中の休館日：3/13･20･22，4/10･17･24， 
5/1･2･8･9･15･22･29,6/5･12･19･26,7/3･10･18･19･24） 

■ 入 館 料／一般 300 円、65 歳以上・高校・大学生 200 円 

（常設展示と共通･30 名以上の団体は 2 割引） 

 

 

 

 
〒708-0833 岡山県津山市西新町５番地 
TEL:0868-23-3324 FAX:0868-23-9864  
URL：http://www.tsuyama-yougaku.jp  
e-mail：yougaku@city.tsuyama.lg.jp 

 

 

■ 交通のご案内 
・JR津山駅から東循環ごんごバス南廻り線で12分、西新町下車徒歩2分 
・中国自動車道 津山 IC から車で 15 分・院庄 IC から車で 20 分 
・資料館前に駐車場 10 台 

 
 

博物館に収蔵された資料は、その資料が作られて

から現在にいたるまでの長い年月を、多くの人の手

を介して守り伝えられてきました。その過程で経て

きた様々な出来事が、資料には歴史として刻まれて

います。色々な角度から光をあてて研究すること

で、資料はその秘められた物語を語り出します。本

展では、当館の収蔵資料の中から、「蔵書から見る

医家の学問」「箕作阮甫の漢詩」など、９つの物語

をご紹介します。 

蘭学修行の際の注意事項を記す 
誡諭之事 究理堂主人 江戸時代後期 

令和５年度津山洋学資料館前期企画展 

 

 

日本初の植物図鑑 
『草木図説』飯沼慾斎著 

 1872(明治 5)年 

ヒポクラテス像 
宇田川榕菴画 江戸時代後期 

宇田川榕菴写「和蘭
オランダ

王国軍装図譜」江戸時代後期 

石
川
大
浪
画
・
宇
田
川
榕
菴
賛 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像 

１
８
３
９
年 
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ダ
の 

 
 

 

軍
装
図 

宇
田
川
榕
菴
と 

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス 

蘭
学
修
行
の 

 
 

 
 

難
し
さ 

 

出
版
に
か
け
た 

宇
田
川
興
斎
の
尽
力 


